
令和５年改訂

保存版 地震災害による対応 相武台東小学校

市域に震度５以上の地震発生（大規模地震）

１．登校前 ２．登校中 ３．在校中 ４．下校中 ５．校外学習中

避難行動 避難行動 避難行動 避難行動 （遠足・修学旅行・キャンプ等）

臨時休校 そのまま登校 授業を打ち切り そのまま下校 最寄りの避難所へ
安全な場所へ避難 避難開始

登校しない 保護者へ引き渡し 発生時校内にいる
保護者へ引き渡し 場合は、留め置き 現地の対策本部の指示

保護者へ引き渡し に従う

学校の対応

保護者等引き取り人は速やかに 可能な範囲の手段で
学校の対応 児童引き取りに学校へ向かう 情報発信
校舎や通学路等の安全確認後
臨時休校解除等の発信 ・一斉メール（ＬＩＮＥ） 公的機関と連携しながら

・ホームページ 適切な場所で保護者等に
発信がない場合は、自宅待機 ・災害伝言ダイヤル等 引き渡し

学校留め置きが長時間に及ぶ場合
大規模地震にあたらない地震 防災備蓄倉庫に保管のものを利用
でも、被害状況等により一斉 ★災害伝言ダイヤルを開く方法
下校させる場合がある 「１７１」→「２」→「０４６-２５１-６４４６」→再生
①自校周辺の鉄道状況の再会 南海トラフ地震臨時情報「調査中・巨大地震注意・ 小学校の代表電話番号
見込みがない場合 巨大地震警戒」が発表された場合

②学校及び周辺地域が停電と 特別な対応はありませんが、状況に応じて教員 ★災害伝言ダイヤルの録音方法
なっていて児童を安全に下 が通学路の安全確認等を行います。また、児童 「１７１」→「１」→「市外局番から
校させられない場合 に不安が生じるおそれがある場合には、情報の 自宅の電話番号」→録音

内容・趣旨について担任等が説明します。


